
〔
紹
介

〕

大
曾
根
章

介

・
金
原
理

・
後
藤
昭
雄
校
注

『
本

朝

文

粋

』

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

焼

山

廣

志

現
在
、

岩
波
書
店
よ
り
出
版
中

の
新
日
本
古
典
文
学
大
系

に
は
、
今

ま
で
余
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
日
本
漢
詩
文
が
か
な
り
収
録

さ
れ
て
お

り
、
非
常
に
興
味
を
抱
か
せ
る
刊
行
物

の

一
つ
で
あ
る
。
此

の
度
、
こ
の
中
に
待
望

の
『
本
朝
文
粋
』
が
大
曾
根
章
介
氏
・金
原
理
氏
・

後
藤
昭
雄
氏
三
氏
の
校
注
で
上
梓
さ
れ
た
。
熊
本
大
学
で
金
原
理
先
生

に
学
恩
を

う
け
た
も
の
の

一
人
と
し
て
、

こ
の
書

の
完
成
を
鶴
首
の
思

い
で
待
ち
続
け
て
い
た
。
今

そ
れ
が
現
実

の
も
の
と
な
り
、
手

に
す
る

こ
と
の
で
き
る
幸
を
か
み
し
め
て
い
る
。

先
ず
、
『
本
朝
文
粋
』
に
つ
い
て
は
大
曾
根
章
介
氏

の
解
説
を
引
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
概
説
に
か
え
た
い
と
思
う
。

あ
き
ひ
ら

十
四
巻

。
漢
詩
文
。
藤
原
明
衡
編
。
平
安
後
期
成
立
。
弘
仁
-
長
元よう

（
八

一
〇
1

一
〇
三
七
）
の
間
の
詩
文
四
二
七
編
を
収
め
る
。
宋

の
挑

げ
ん鉱
の
『
唐
文
粋
』
に
倣
い
我
が
国
の
文
章
の
精
粋
を
集
め
た
こ
と
に
よ

る
命
名
。

（中
略
）本
書
に
は
当
時
の
種

々
の
文
体
が
収
録
さ
れ

て
い

る
の
で
、
学
生
の
文
学
教
育
や
学
者

の
文
章
作
成

に
役
立

つ
こ
と
は

明
ら
か
で
、
後
人
が
文
章
作
成
の
際

の
参

考
書
を
作
る
こ
と
が
編
者

の
目
的
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
本
書
に
は
嵯
峨
天
皇
か
ら
後

一
条
天

皇
ま
で
十
七
代

二
百
余
年
間
に
お
け
る
六
十
八
人

の
詩
文
四
二
七
編

を
収
め
る
。
作
者
は
天
皇
を
始
め
と
し

て
国
司
に
及
ぶ
が
、
菅
原
・

大
江

の
両
家
を
頂
点
と
す
る
翰
林
の
学
者

が
中
核
を
占
め
て
い
る
。

中
で
も
大
江
朝
綱
・同
匡
衡
・菅
原
文
時
・
同
道
真
・紀
長
谷
雄
ら
の
作

品
が
多

い
。

（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「
本
朝
文
粋
」
の
項
よ
り
）

こ
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
底
本
と
し
て
身
延
山
久
遠
寺
蔵
本

を
用
い
て
お
り
、
こ
の
本
が
欠
く
巻

一
に
つ
い
て
は
、
同
系

の
静
嘉
堂

文
庫
蔵
本
を
用
い
て
い
る
。
『
本
朝
文
粋
』
全

四
三
二
篇
か
ら
四
十
九
篇

が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
訓
読
文
と
注
解
が
付
さ
れ

て
い
る
。
既

に
岩
波
書
店
刊
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
（
六
九
）」
の
『
懐
風
藻
・文
華
秀
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麗
集
・
本
朝

文
粋
』
が
小
島
憲
之
氏
の
校
注
に
よ

っ
て
上
梓
さ
れ
て
か
ら

久
し
く
な

る
が
、

そ
こ
に
は
四
十
八
篇
が
抄
出
さ
れ

て
お
り
今
回
の
新

古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
『
本
朝
文
粋
』
中
の
著
名

な
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
注
釈
付
き
で
鑑
賞

で
き
る
便
宜
が
読
者
に
与
え

ら
れ
た
事

に
な
る
。

な
お
、

こ
の
書
は
巻

一
か
ら
巻
五
に
つ
い
て
は
金
原
理
先
生
に
よ
り
、

巻
六
か
ら
巻
十

一
は
大
曾
根
章
介
氏
に
よ
り
、
巻
十

二
か
ら
巻
十
四
に

つ
い
て
は
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
り
訓
読
文
・
注
解
・原
文
の
分
担
が
行
な
わ

れ
た
上
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
『
本
朝
文
粋
』
の
作
品
鑑
賞
の
礎
と
な
る
注
釈
書
と
い
え
ば
柿
村

重
松
氏
著

の
『
本
朝
文
粋
注
釈
』
（
上
・下

二
巻

大
正
十

一
年
刊
）を
お

い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
小
島
憲
之
氏

の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「著

者
が
二
十
年

の
星
霜
を
こ
の
注
釈
の
た
め
に
心
血
を
そ
そ
い
で
い
る
だ

け
に
本
文
校
訂

の
適
確
さ
（
田
中
校
訂
本
を
底
本
と
し
真
福
寺
本
・静
嘉

堂
文
庫
本

そ
の
他
の
諸
本
・諸
書
を
参
照
す
る
）
故
事
成
語

の
出
典
の
確

実
さ
な
ど
空
前
絶
後
の
注
釈
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
付
録

に
載
せ
た

詳
細
な
作
者
列
伝
と
共
に
こ
の
注
を
離
れ
て
は
も
は
や
本
朝
文
粋
を
語

る
こ
と
が

で
き
な
い
現
状

で
あ
る
。
も

っ
と
も
未
詳
と
し
た
語
句
や
出

典
な
ど
に

つ
い
て
多
少
は
訂
正
補
入
す

べ
き
点
も
あ
る
が

こ
れ
ら
を
除

け
ば

一
個
人
の
著
書
と
し
て
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
」
（
日

本
古
典
文

学
大
系
『
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・本
朝
文
粋
』
解
説
四
〇
頁
）

と
絶
賛
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
浅
学

の
悲
哀
に
外
な
ら
な
い

事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書

の
注
釈
を
見
る
や
膨
大
な
出
典
考
察

に
引
用

さ
れ
て
い
る
漢
籍
の
原
文
、
し
か
も
頭
注
を
除
い
て
全
文
が
漢
語
の
み

で
そ
の
解
釈
す
ら
お
ぼ

つ
か
な
い
の
が
本
音

の
所

で
あ
る
。

今
回
の
新
古
典
文
学
大
系

の
『
本
朝
文
粋
』
を
手
に
し
た
時
、
ま
ず
脚

注
の
わ
か
り
易
さ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中

で
の
て
き
適
確

な
引
用
・説
明
の
施
さ
れ
方
に
感
嘆
し
た
。
以
下
、
そ
の

一
例
を
示
し

て
み
る
。
前
述

の
柿
村
重
松
氏
の
注
釈
は
あ

っ
た
の
だ
が
、
金
原
理
先

生

の
脚
注
に
よ
り
、
よ
り
作
品
鑑
賞
が
容
易

に
な

っ
た
作
品
の

一
つ
に

菅
原
道
真
作
の
「未
旦
求
衣
賦
」
が
本
書
三
頁
か
ら
六
頁
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
菅
原
道
真

に
は
賦
が
四
首
現
存
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
三
首
が

『
本
朝
文
粋
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。
川

口
久
雄

氏
の
注
に
よ
る
と
「
成
立
の
年
時
や
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
序
を
伴
な

っ

て
お
り
前
中
書
王
の
兎
裏
賦
と
な
ら
ん
で
わ
が
国
の
賦

の
作
品
史
上
の

双
壁
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
章
・菅
家
後

集
』
五
三
〇
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
賦
の
全
て
を

こ
こ
に
引
用
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
文
章

の
は
し
ば
し
に
膨
大
な
典
故
が
散
り
ば
め
て
あ
り
、

そ
の
意
味
が
把
握

で
き
な
い
と
作
品
の
内
容

そ
の
も
の
が
理
解
で
き
な

い
と
い
っ
た
難
解
な
作
品
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
前
述

の
柿
村
重
松

氏
の
注
釈
も
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
金
原
理
先
生
は
こ
の
注
釈
を
踏
ま

え
ら
れ
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
道
真
の
こ
の
賦
の
内
容
が
読
者
に
鮮
明
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に
な
る
よ

う
に
、
更
に
細
心
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
た
独
自

の
訳
注
を
施

し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

賦
の
本
文
中
に
「
穆
穆
焉
煙
爆
焉
濟
濟
焉
鍋
鍋
焉
」
の
箇
所
が
あ
る
が
、

前
述

の
柿
村
氏
は
そ
の
注
釈
と
し
て
「文
選
、
東
京
賦
云
穆
穆
焉
皇
皇

焉
濟
濟
焉
將
將
焉
、
信
天
下
之
肚
観
也
」
と
「
禮
記
曲
禮
云
、
天
子
穆
穆

諸
候
皇
皇
大
夫
濟
濟
士
臆
瞼
、
疏
云
穆
穆
威
儀
多
貌
也
又
云
皇
皇
荘
盛
、

又
云
濟
濟
徐
行
有
レ節
、

又
云
蹟
臆
者
鄭
注
聰
禮

云
容
貌
侍
揚
也
」
（傍

線
筆
者
）
の
「
文
選
」
「
礼
記
」
の
二
書

の
引
用
を
な
さ
れ

て
い
る
所
を
金

原
先
生
は
「
礼
記
」
を
採
ら
れ
更

に
脚
注
に
「
勅
命
は
う
や
う
や
し
く
か

が
や
か
し
く
お
ご
そ
か
で
ご
う
ご
う
し
い
」
と
付
さ
れ

て
い
る
の
は
柿

村
注
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
の
適
確
な
説
明
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
文
意
が

一
層
鮮
明
に
な
る
。
似
た
よ
う
な
注
の
付
し
方
が
な
さ
れ

て
い
る
箇
所

に
、
原
文

の
「随
歩
験
而
比
躍
」
を
柿
村
氏
は
「後
漢
書
・曹

褒
傳
云
三

五
歩
験
、
優
劣
殊
レ軌
、
注
云
、
孝
経
鉤
命
決

日
、
三
皇
歩

五
帝
駿
三
王
馳
宋
均
注
日
歩
謂
二
徳
隆
道
備
、
日
月
爲
歩
、
時
事
彌
順
、

日
月
亦
験
勤
思
不
レ
已
日
月
乃
馳
、
是
優
劣
也
」
（傍
線
筆
者
）と
注
釈
さ

れ
て
い
る
所
を
金
原
理
先
生
の
脚
注
で
は
同
箇
所
を
出
典
と
さ
れ

つ
つ
、

更
に
「
日
月

の
運
行
が
ゆ

っ
く
り
し
て
い
る
時
は
政
も
ゆ

っ
た
り
と
、

速
く
な
れ
ば
政
も
す
み
や
か
に
行
わ
れ
る
。
比
躍
は
日
月
の
運
行
に
な

ら

っ
て
政

を
行
う
こ
と
」
と
説
明
を
補
足
さ
れ
て
い
る
所
は
前
の
傍
線

部
の
適
確

な
要
約
と
し
て
見
事

で
あ
る
。
更

に
原
文

の
「澆
醸
…以
明
目
」

の
箇
所
を
柿
村
氏
は
「
張
懐
瑳
、
書
断
神
品

云
、
以
レ
文
代
レ
質
漸
就
二澆

鴻

一、
准
南
子
、
齊
俗
澆
二天
下
之
淳

一注
云
、
澆
薄
也
、
説
文

云
、
,醐

薄
洒
也
」
と
「澆
醜
」
の
注
釈
を
さ
れ
、
「
書

、
尭
典
云
、
明
二
四
目
一達
二

四
聰

一傳

云
廣
二
視
聴
於
四
方

一、
使
三
天
下

無
二甕
塞
一」
と
「
明
日
」
の
注

釈
を
さ
れ
て
い
る
。
（傍
線
筆
者
）
こ
の
箇
所

は
本
書
の
脚
注
で
は
「
世

の
中
が
軽
薄
に
流
れ
て
い
る

こ
と
を
反
省

し
て
、
四
方
に
目
を
配
る
」

と
い
う
柿
村
氏

の
注
の
傍
線
部
を
踏
ま
え
つ

つ
、
適
確
な
訳
が
試
み
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
金
原
先
生

の
脚
注
で
初
め

て
文
意
が
明
ら
か
に
な
る

思
い
が
す
る
。

ま
た
故
事
が
引
用
さ
れ

て
い
る
箇
所
と

し
て
原
文

に
「
則
虎
塊
砕
床

頭
之
枕
」
と
あ
る
所
を
柿
村
氏
の
注
で
は
「宋
書
、
武
帝
紀

云
、
上
清
簡

寡
欲
嚴
整
有
二
法
度
一（中
略
）寧
州
嘗
獄
二虎

魂
枕
一光
色
甚
麗
、
時
將
北

征

一以
三
虎
魂
治
二
金
創

一上
大
悦
、
命
播
碑
分

二付
諸
將
一」
と
あ
る
。
そ

れ
を
本
書
の
脚
注

で
は
「
ぜ
い
沢
な
虎
魂
の
枕
も
砕
か
れ
。
寡
欲
で

つ

つ
ま
し
い
宋

の
武
帝
が
、
刀
や
矢

の
傷

に
効

く
と
し
て
献
上
さ
れ
た
虎

塊

の
枕
を
戦
に
赴
く
将
軍
に
砕

い
て
分
け
与

え
た
故
事
（
宋
書
、
武
帝

紀
）」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
と
言

っ
た
よ
う

な
優
れ
た
注
釈
・補
説

の

例
は
枚
挙
に
逞
が
な
い
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
金
原
理
先
生

の
緻
密
な
考

証
に
裏
付
け
ら
れ
た
正
確
な
よ
み
、
そ
し
て
博
学
な
学
識
故

に
な
せ
る

適
確
な
訳
注
は
以
上
の
例
か
ら
も
充
分
窺

い
し
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い

か
。
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書
名
が
著
名
で
あ
る
ほ
ど
に
は
作
品
研
究
が
十
分
な
さ
れ
て
来
な
か

っ

た
の
は
、

ひ
と
え
に
『
本
朝
文
粋
』
に
採
ら
れ
た
作
品
の
難
解
さ
に
因
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
作
品
群
が
優
れ
た
国
文
学
者
の
努
力
に
よ
り

身
近
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
事
は
本
当
に
有
難
い
の

一
言
に
尽

き
る
。
し
か
も
廉
価

で
手
に
入
い
る
世
に
め
ぐ
り
あ
え
た
事
を
心
か
ら

う
れ
し
く
思
う
。
ぜ
ひ
こ
の
書
の

一
読
を
お
薦
め
す
る
。

最
後
に
本
書
巻
末
に
は
『
本
朝
文
粋
』
原
文
全
文
と
、
作
者
人
名
解
説
.

文
体
解
説

・解
説
等
が
付
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
作
品
研
究
に
大

い
に

寄
与
す
る

で
あ
ろ
う
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
点
を

つ
け
加
え
て
お
き
た

い
。

（
大
学
院
第
七
回
修
了

国
立
有
明
高
専
）
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